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私が 20 代（1970 年代）の頃、鈴木武樹というドイツ文学者でありタレント教授（明治大学）
がいた。私の手元に今、雑誌『現代のエスプリ』107 号（1976 年）がある。この特集号「古代
の朝鮮と日本」、編集・解説が鈴木武樹のものである。テレビによく出演するタレント教授とし
－ 60 － 
てしか知らなかったこの人物が、「東アジアの古代文化を考える会」の中心人物で、かつ既成の








から紀元 6 世紀の日本列島の有様を描こうとするとき、文献史料は限られていて、8 世紀編纂
の『古事記』と『日本書紀』以外では、紀元前 1 世紀の『漢書』、3 世紀末『三国志』のいわゆ
る「魏志倭人伝」、5 世紀の『後漢書』、5 世紀後半から 6 世紀初頭の『宋書』「夷蛮伝」、それに
朝鮮半島側から 12 世紀の『三国史記』や 13 世紀末の『三国遺事』程度。また金石文史料とし
ては 4 世紀のものと言われる石上七支刀や日本国内で出土する文字の入った鉄剣、そして有名


















－ 61 － 
が弥生式文化へと進んでいったのであろう」（176）ということで、弥生中期の銅剣や銅鉾など
の武器類はそうした「日本人」の族長が朝鮮半島の族長たちと「かなり深い交渉」を持ち、「輸
入」したものだとのことである。ちなみに、弥生時代は紀元前 4，5 世紀から紀元 3 世紀中ごろ





























－ 62 － 
人が異質の文化を携えて来たという方が分かりやすくないか。 




























足かけ 21 年間かけて書き継がれ、講談社より全 12 巻で公刊され、さらに 1983 年から 1995 年
に、補章を追加して文庫本化された（以下の引用では、発行年は時代の経過を重視して初版年
を記すが、引用頁は文庫本による）。 

























































「解説」中で友人原田三朗が詳しく紹介している（原田三朗 1977）。さらに 1975 年『偽られた
大王の系譜』、1976 年『消された「帰化人」たち』、そして 1977 年『古代史の魅惑と危険』と















ちなみに、李進熙は『広開土王碑の謎』の文庫本「序」で、家永三郎の昭和 48 年（1973 年）

















































第 2 が 3 世紀末ないし 4 世紀初めから始まる古墳時代前期でヤマトに強力な首長登場、第 3 が


























う一つは 2002 年からの吉川弘文館『日本の時代史』である。講談社『日本の歴史 1 縄文の生
活誌』は、その刊行直後に、旧石器遺跡ねつ造事件が発覚し、その張本人とごく親しい協力関
係にあったのが、この第 1 巻の著者岡村道雄だったため、すぐに絶版になり 2002 年に改訂版が
出されるという因縁付きのシリーズだった。改訂版で岡村は長い「補章」を加え、事件の顛末














することばなのである」（熊谷公男 2001、23 頁）という立場から、「4 世紀以降の倭王権の半島
進出と多数の倭人の渡航は、半島南部の支配のためではなく、半島側の要請にもとづく軍事援
助や、その見返りとして供給されるヒトとモノの独占掌握のためであったととらえなおすべき









































社会が出現することは説明困難であろう」（同 305 頁）と結論づけている。 































































































































































たのだから。さらに、2013 年版『岩波講座 日本歴史 1』の中で、私の胸にストンと落ちること
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